
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
川上こういちです 

こんにちは 

保坂区政の与党、くらし、福祉優先の区政前進へ 

連絡先：日本共産党世田谷区議団  世田谷区世田谷４－２１－２７ ☎ ５４３２－２７９１ 
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公共施設使用料の改定は据え置き含めた検討を 

世田谷区は、物価高騰等を背景とした管理運営経費の増加に伴い、公共施設の使用料等の

改定（値上げ）を検討しています。 

そもそも公共施設の維持管理は、地方自治法に定められた「住民の福祉の増進」を目的に

掲げる自治体が税金によってまかなうべきものであり、無料であるべきです。 

使用料等の改定にあたり、子ども・子育て世帯、高齢者・障害者や、区民生活などに配慮

するとしていますが、値上げによって区民の学び、集う活動を阻害してはなりません。 

９月の第３回定例区議会の代表質問で日本共産党は、地区会館や区民集会所について、使

用料の値上げ据え置きなども含めて検討する事、また、けやきネット利用者をはじめ、施設

利用団体に対し、考え方を知らせ、意見を聞くことを求めました。 

区は、「改定額の決定にあたっては、１１月に区民意見募集を予定しており、施設を利用

する方、しない方、双方から広くご意見を伺ってまいります。」と答弁しました。 

区民生活が厳しい中で、公共施設使用料の値上げはどうなのか、積極的に区に意見をあげ

ていきましょう。 

奥沢図書館の早期再開をはかる事を求めました 

奥沢駅のそば、図書館、区民センターが入っている奥沢センタービルの耐震不足により、

現在、奥沢区民センターは２ヶ所に分散仮移転をして、奥沢図書館は旧奥沢まちづくりセン

ターに仮事務所を設置しています。受付カウンターと小規模な新聞・雑誌の閲覧スペースに

すぎず、実際に本を見ながら探すことのできる開架図書館にはなっていません。 

私、川上こういちは地域住民の方から、「知と学びと文化の情報拠点」という世田谷区の

位置づけにふさわしい図書館機能が失われている。地域に開かれた知的な居場所である奥沢

図書館の早期再開館を求める声を伺いました。ある方は「図書館を知らずに成長する子ども

たちがでてきてしまう。子どももお年寄りも安心できる居場所となる図書館は必要だ。」と

話してくださいました。図書館の再開を求める地域住民の声は切実です。９月の区議会の一

般質問で、早期に奥沢センタービル内での再開をはかること、再開が困難であるなら、区民

の利便性や要望を踏まえ、奥沢地域に図書館を設置する検討を行う事を求めました。 

区は「今後、奥沢図書館は、センタービル耐震化後に戻ることを前提としており、引き続

き、玉川総合支所と連携しながら、耐震工事への取組みを注視しつつ、図書館サービスの向

上を図るよう取り組んでまいります。」答えました。 

奥沢地域での開架図書館再開へ、住民の意見を伺いながら、求めていきます。 




